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研究成果概要 
宇宙線望遠鏡実験の大気蛍光望遠鏡については，全ての装置定数と大気蛍光発光効率がＥＬＳ

（Electron Light Source, 電子線型加速器を用いた標準光源）で一括較正される。しかし，ELSは40フ

ィートコンテナ2台分に相当する大きさと重量のため，その移動が容易ではない。さらに射出方向は鉛

直に限られる。このため，通常，ＥＬＳは大気蛍光望遠鏡の全視野のうち「一部分」しか較正できない。

一方，中心レーザーは射出方向可変であるが，各望遠鏡から約20ｋｍも離れたアレイの中心に固定

されているため，光量は大気の状態の影響を受け，ＥＬＳとのクロスキャリブレーションには不向きであ

る。 

そこで，本年度の共同利用費による支援によって、移動が容易で任意の場所に設置でき，その射

出方向が可変であるような「スタンダードキャンドル」を、レーザー（Nd:YAG レーザー，出力 5mJ，

パルス幅 5ns，繰り返し周波数 1Hz），エナジーメーター，ガイド望遠鏡（口径 8cm 屈折），架台：

（GPS 搭載コンピューター自動導入制御式経緯台と三脚）を用いて製作した（図１）。 

大気蛍光望遠鏡を使ったレーザー光の観測を行い、レーザーが当初の予定通りの十分な出力光

量を持っていることを確認した。また、架台に必要とされる方向制御精度０．１°を達成できること

を天体の自動導入精度の測定から確認した(図２)。 

平成２２年度夏から本装置の運用を開始する予定である。 
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図１：可搬レーザーシステムの構成要素 図２：ポインティング精度の測定結果。 
基準星の選び方によって精度はかわる。 


